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ノロウイルス防止対策

１．昨年の月別発生患者数

10月中に対応策の確認や、備品の補給を行うことが重要

２．ノロウイルス症状

おう吐 腹 痛 下 痢 発 熱

→潜伏期間は24～48時間で、症状は３日程度で治まる

症状が回復してもウイルスは１週間から１ヶ月程度、便の中に
ウイルスを排出します

感染者のうち症状が出ない人が２～５％いると言われています

11月～3月がピーク
⇒1年間の70％をしめる



感染症食中毒

３．感染経路～大きく３つに分かれます

①汚染された
食品から

③人から人に感染②感染している
調理者から

シーズンの始まりは抵抗力の弱い乳幼児や高齢者が感染

⇒家庭内で感染が拡大するケースが多く見られ家庭や外出先で
の対策も重要です

４.家庭・外出先での防止対策

家族に感染が疑われたら⇒調理に従事される方はノロウイルス
検便を行い陰性を確認してから出勤しましょう

お問い合わせ先 ⇒ 株式会社エンバイロサービス
〒060-0005 札幌市中央区北5条西12丁目2

ベルックス北5ビルＡ館2階

ＴＥＬ：011-242-8288
ご質問等ございましたら

お気軽にお問い合わせ下さい

ドアノブを介して 空気中に浮遊した
ウイルスで感染

詳しくは9月の
トピックスを参照

◆手洗い・うがいの徹底
外出先でも食事前の手洗いを心掛ける

◆カキ等二枚貝の喫食を控えるまたは十分な加熱
◆ペーパータオルの使用

布タオルは汚れや細菌・ウイルスが蓄積し不衛生です
◆トイレ使用時の対策

使用後の手洗いは二度洗い
トイレを流す際はふたを閉める

◆二次感染対策（家庭内で感染が疑われる時は）
感染疑いの人はお風呂は最後に入る（シャワーのみ）
嘔吐物処理時・オムツ交換時の感染に要注意

⇒家庭でも処理キットや使い捨て手袋・マスクの準備
タオルの共用禁止
トイレやドアノブなど手が触れる場所の消毒
（消毒液は、次亜塩素酸ナトリウムを希釈したもの）


